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12ムo新議員決まる

笹 山 精 喜 0  島 津 典 明 0

任
期
満
了
に
伴
う
村
議
会
議
員

一
般
選
挙
は

一
月
九
日
に

村
内
四
カ
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
新
し
く
十
二
人
の
村
議
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
村
議
の
任
期
は
二
月

一
日
か
ら
。

葛 西 敬太郎 0   三 和 孝 治 ●

計 #

料 三

=埼
難

治 0相 澤

∧
各
投
票
所
投
票
率
Ｖ

福 井 俊 美 ⑩   中 畑 藤 雄 0
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員J氏を選任
副議長に浜 士 氏を選任

改
選
後
の
臨
時
議
会
が
二
月

一
日
招
集
さ
れ
、

工
藤
武
則
氏
、
副
議
長
に
浜
田
春
士
氏
を
選
任
、

常
任
委
員
会
委
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。

ま 議
た 長
各 に

市浦村議会議長

工 藤 武 則

市浦村議会副議長

浜 田 春 士

C(」つ霧 |」

I浜 中 福 葛 笹
義 言

藤田畑りli llll山 星
J「

11:‖ [器 [曇 1

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

Ｏ

相
　
洋
　
　
〕薔

・４
・
島
　
津

　

――ＩＬ
（　
明

木
村
　
清
左
術

門

成

田

長

代

〓
一　

和
　
　
均

〓
一　

和
　
孝
　
〕市

●〇,議
三浜相■i中 詈
和||1洋 和畑賛
孝春  藤

会

■
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
議
員

福

井

俊

旋

■
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
議
員

中
　
畑
　
一騰
　
雄

■
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
議
員

島
　
津

　
血
（　
明

成

田

長

代

■
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
議
員

木

村
　
清
左
衛

問

■
監
査
委
員

笹

山

精

喜

439-
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十
二
月
九
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「第
二
十
回
市
浦
村
共

同
保
健

。
医
療

・
福
祉
計
画
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内
各
種
団
体
関

係
者
や
近
隣
町
村
の
介
護
保
険
担
当
者
な
ど
約
百
名
が
出
席
し
、
平
成

十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
話
し
合
わ

こ
の
会
議
は
、
住
民

一
人

ひ
と
り
が
楽
し
く
、
す
こ
や

か
な
人
生
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
住
民

・
行
政

が

一
体
と
な
り
地
域
ぐ
る
み

で
保
健

・
医
療

・
福
祉
に
対

す
る
取
り
組
み
が
で
き
る
体

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

会
議
で
は
、
高
松
村
長
が

「今
ま
で
は
、
家
族
の
病
気
や

寝
た
き
り
は
、
家
族
が
看
る

と
い
う
こ
と
が
日
本
古
来
の

伝
統
で
あ
っ
た
が
、
家
族
の

介
護
か
ら
地
域
全
体
で
の
介

護
に
変
化
し
て
い
る
。
介
護

保
険
制
度
は
初
め
て
実
施
さ

れ
る
制
度
で
あ
り
、
実
際
に

実
施
し
て
み
な
け
れ
ば
ど
う

い
う
問
題
が
で
て
く
る
の
か

わ
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。

介
護
保
険
の
一
番
新
し
い
情
報
を
お

伝
え
し
よ
う
と
厚
生
省
の
三
浦
次
長

に
来
村
し
て
い
た
だ
い
た
。」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
厚
生
省
介
護
保
険

制
度
実
施
推
進
本
部
事
務
局
次
長
で

あ
る
三
浦
公
嗣
氏
と
全
国
福
祉
自
治

体
ユ
ニ
ッ
ト
事
務
局
長
の
菅
原
弘
子

氏
に
よ
り

「介
護
保
険
で
高
齢
福
祉

社
会
が
ど
う
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に

鼎
談
が
行
わ
れ
、
介
護
保
険
制
度
の

必
要
性
や
検
討
さ
れ
て
い
る
問
題
点

な
ど
が
出
さ
れ
た
は
か
、
三
浦
次
長

か
ら
は

「介
護
保
険
は
制
度
が
で
き

た
か
ら
安
心
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、

一
生
を
通
じ
て
健
康
に
過
ご
せ
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で

あ
る
。
そ
の
中
で
た
ま
た
ま
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
き

『介
護
保

険
」
が
あ
り
、
む
し
ろ
介
護
保
険
を

使
わ
な
く
て
い
い
よ
う
な
社
会
で
あ

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
を
注
い
で
は

し
い
。」
と
、
ま
と
め
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト

事
務
局
長
　
菅
原
弘
子

○
パ
ネ
ラ
ー

市
浦
村
長
　
高
松
隆
三

市
浦
診
療
所
長
　
八
本
田
一
雄

介
護
支
援
専
門
員
　
相
川
和
子

住
民
代
表
　
小
田
桐
恭

一

住
民
福
祉
課
副
参
事
　
奈
良
勝
義

○
ア
ド
バ
イ
ザ
‥

厚
生
省
介
護
保
険
制
度
実
施
推
進

本
部
　
事
務
局
次
長
　
一二
浦
公
嗣

《敬
称
略
》

午
後
の
部
は
、
一市
浦
村
の
介
護
保

険
へ
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

保
険
料
や
要
介
護
認
定
な
ど
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

〇
一
人
暮
い
し
の
方
な
ど
申
請
の
必

要
が
あ
る
の
に
申
請
で
き
な
い
と
い

う
方
が
出
て
く
る
の
で
は
…
□
民
生

委
員
な
ど
の
組
織
手
段
を
結
集
し
て
、

高
齢
者
を
援
助
す
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ｏ
寝
た
き
り
に
な
し
な
い
よ
う
な
努

力
を

一
生
懸
命
し
て
い
る
市
町
村
は

保
険
料
が
安
く
な
る
。
予
防
が
大
事

ｏ
す
べ
て
の
住
民
を
対
象
に
生
涯
に

わ
た
り
健
康
で
安
心
し
た
生
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
健
康
づ
く
り
や
生
き
が

い
活
動
、
保
健

・
医
療

・
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
な
と
き
に
一
体
的
に

提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。
⌒包
括
ヶ
ア
の
推
進
）

ｏ
介
護
保
険
制
度
の
情
報
が
あ
ま
り

に
も
少
な
い
。

ｏ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
経
済
的
な

負
担
が
で
て
く
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
く
て
も
控
え
る
人
が
で
て

菅 原 弘 三 浦 公 嗣 氏

▲会議では健康づくιり事業の   ▲パネルディスカッション、活発な意見が

表彰も行われました       だされました

-43(
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ｏ
全

日
本

こ
ど
も
絵
画

コ
ン
ク
ー

ル

・
金
賞

ｏ
全
国
児
童

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

奈
良
さ
ん
は

「虫
送
り
の
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
を
だ
し
た
か

っ
た
．
絵

は
得
意
で
は
な
い
の
で
、
金
賞
は
信

じ
ら
れ
な

い
が
、レ
一て
も
う
れ
し
い

」̈

と
話
し
て
い
ま
し
た
¨

六
万
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
最
優
秀

の
奈
良
さ
ん
の
連
続
入
賞
に
大
田
小

市
浦
村
か
ら

一
団
体
・
四
人
の
個
人
へ

金
木
警
察
署

（山
口
康
男
署
長
一

の
警
察
協
力
者
を
表
彰
し
ま
し
た
．

こ
の
表
彰
は
、
警
察
活
動
に
貢
献

で
市
浦
村
か
ら
は
、
十
三
漁
協
の
ほ

か
、
四
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た

団
体
　
個
人
の
受
賞
は
次
の
通
り

で
す
『
⌒市
浦
村
関
係
分
）

▼
団
体
　
十
三
漁
業
協
同
組
合

▼
個
人
　
白
川
和
治

（相
内
）

高
橋
信
男

（十
三
）

奈良 晃央子さん

が
年
貢
の
取
り
立
て
が
厳
し
い
殿
様

ス
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
上
演
し
、
会
場

を
わ
か
せ
ま
し
た
¨

阿
蘇
部
族
は
、
昭
和
六
十

一
年
に

ア
ト
ム
保
育
園
で
も
ち

つ
き
大
会

▲阿蘇部族の熱演に園生は大喜び



火
事
・と
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‥急
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救
助
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．
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防

ネ

ツ

ト

ワ

l

ク

暉ιチる (6)

今
年
も
八
命
の
尊
重
と
防
火
の
輪
を

市
浦
消
防
署
長

小
山
内

　
二
月
　
春

輝
か
し

い
平
成
十
二
年
の
新
年
を

迎
え
、
村
民
の
皆
様

に
職
員
と
共
に

謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
．

ま
た
、
平
素
か
ら
消
防
業
務
の
運

営
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
市
浦
消
防
署
管
内

の
災
害
状
況
を
顧
み
ま
す
と
、
火
災

出
動
件
数
は
七
件

（う
ち

一
件
は
、

小
泊
村

へ
応
援
）
あ
り
ま
し
た
。
三

月
に
大
田
地
区
の
住
宅
火
災
、
五
月

に
は
脇
元
地
区
冷
水
海
岸
付
近
の
山

林
火
災
と
十
三
地
区
の
中
の
島
歴
史

民
俗
資
料
館
の
ボ
ヤ
、
六
月
に
は
桂

川
地
区

の
農
機
具
小
屋
と
周
辺
の
雑

草
の
焼
失
、
そ
の
他
原
野
火
災

（大

事
に
至
ら
ず
）
な
ど
へ
の
出
動
も
二

件
あ
り
ま
し
た
。
損
害
額
は
、
三
千

三
百
九
十
万
六
千
円
と
な
っ
て
お
り

救
急
出
動
件
数
は
九
十
七
件
あ
り
、

急
病
が
五
十
二
件
、
転
院
及
び
医
師

搬
送
の
二
十
四
件
、
交
通
事
故
は
六

件
発
生
し
て
お
り
、
脇
元
地
区
で
発

生
し
た
事
故
で
は
、　
一
名
の
死
亡
者

を
出
し
て
お
り
ま
す
。　
一
般
負
傷
等

も
十
三
件
あ
り
ま
し
た
が
、
出
動
件

数
は
十
年
度
と
比
較
し
十
三
件
の
減

ま
た
、
十

一
月
に
は
山
菜
採
り
の

老
人
が
大
田
山
山
中
で
遭
難
し
、
翌

日
に
各
団
体
の
懸
命
な
捜
索
に
よ
り
、

無
事
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

そ
の
後
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く

年
を
越
す
事
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

地
域
住
民
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
防
火
、

防
災
に
対
す
る
ご
協
力
の
賜
物
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
は
も
ち

ろ
ん
、
救
急
患
者
の
救
命
、
交
通
事

故
に
対
す
る
救
助
に
は
高
度
技
術
の

習
得
、
ま
た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
消

防
車
両
、
救
急
救
助
資
機
材
の
整
備

等
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
極
め
て

厳
し
い
財
政
事
情

の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
実
施

に
向
け
て
現
在
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
複
雑
多
様
化
し
て

い
く
消
防
業
務
で
あ
り
ま
す
の
で
、

士
気
向
上
の
た
め
職
員
の
個
人
の
充

実
、
資
質

の
向
上
等
を
中
心
に
進
め

て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
人
命

の
尊
重
を
基
本
と
し
、
少
子

・
高
齢

化
社
会
に
対
処
す
る
た
め
、
昨
年
消

話
等
を
通
し
、
在
宅
寝
た
き
り
家
庭
、

老
人
家
庭

へ
の
巡
回
等
、
ま
た
、
各

団
体

（消
防
団
、
防
火
ク
ラ
ブ
等
）

と
地
域
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
消
防

力
の
強
化
と
福
祉
行
政

へ
の
協
力
、

地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災
体
制
づ
く

り
を
進
め
、
災
害
の
な
い
村
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防

人
と
し
て
職
員

一
同
、
よ
り

一
層
努

力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
助
言
、
ご
協
力
方

よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

十
三
子
ど
も
会
が

一
位

・
二
位
を
独
占

市
浦
村
郵
便
局
長
杯
ド
ィ
ン
ボ
ー
ル
大
会

十
二
月
二
十
四
日
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
、
子
ど
も

会
対
抗
市
浦
郵
便
局
長
杯
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
大
会

（市
浦
村
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
内
五
つ
の
子
ど

も
会
か
ら
七
チ
ー
ム
、
約
百
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
今
回
初
め
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

開
会
式
で
は
、
三
和
悦
穂
会
長
が

「ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ

い
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
あ
と
、
秋
田
谷
貴
選
手

（か
え
で
子
ど
も
会
Ａ

・
相
内
）
が

「ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
守
り

最
後
ま
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
す
」

と
選
手
宣
誓
を
行
い
、
大
会
が
始
ま

試
合
は
二
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
で
予
選

リ
ー
グ
を
行
い
、
Ａ
プ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
新
撰
組
Ｂ
（十
三
）
、
あ
す
な
ろ
子

ど
も
会
（相
内
）
、
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
新
撲
組
Ａ
（十
三
）
、
し
ら
か
ば
子

ど
も
会
（相
内
）
が
勝
ち
上
が
り
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
十
三

子
ど
も
会
の
ニ
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に

進
み
、
接
戦
の
末
、
新
撰
組
Ａ
が
優

勝
を
飾
り
、
閉
会
式
で
は
三
和
孝
徳

市
浦
郵
便
局
長
が
選
手
の
健
闘
を
た

た
え
、
参
加
し
た
子
ど
も
会
全
チ
ー

ム
に
賞
状
や
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。
全
力
で
プ
レ
ー
し
た
選
手
の
み

な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
新
撰
組
Ａ
（十
三
）

準
優
勝
　
新
撰
組
Ｂ
（十
三
）

第
二
位
　
し
ら
か
ば
子
ど
も
会

（相
内
）優勝の賞状などを受け取る新撰組 Aチ ーム



(7)暉 ι多ろ

今
回
は
、
千
葉
県
勝
浦
市
に
あ
る
タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー

『
テ
ル
ム

一

マ
ラ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ー
ク
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
一

こ
の
施
設
は
、
昨
年
に
市
浦
村
議
会
が
フ
ラ
ン
ス
視
察
研
修
を
行
っ
た
　

一

「テ
ル
ム
マ
ラ
ン
・
サ
ン
マ
ロ
』
の
日
本
で
の
提
携
施
設
で
あ
り
、
日
本
で
は

・

二
つ
し
か
な
い
施
設
の
ひ
と
つ
で
す
。
昨
年
の
ふ
る
さ
と
市
浦
会
Ａ
コ
ー
ス

一

の
タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
体
験
を
実
施
し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一

市
浦
村
で
建
設
を
進
め
て
い
る
村
民
健
康
増
進
施
設
と
は
、
タ
イ
プ
は
違

一

い
ま
す
が
、
兄
弟
的
な
施
設
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ラ
ピ
ー
は
、
海
水
や
海
藻
な
ど
の
海

の
恵
み
を
た
つ
ぷ
り
と
使
い
一
般
の

健
康
増
進
や
疾
病
の
予
防
や
美
容
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（調
整
）

ま
で
と
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
年
齢
を
問
わ
ず

一
般
の

人
の
た
め
の
健
康
増
進
、
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
美
容

テ
ル
ム
マ
ラ
ン

・
パ
シ
フ
ィ
ー
ク

は
、
こ
の
本
来
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

を
実
践
す
る
た
め
、
日
本
で
始
め
て

―
ツ
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
　
　
し
ま
す
。
持
久
力
の
運
動
が
行
え
ま

を
実
践
し
た
り
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、　
　
す
。

肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
　
　
【浮
遊
ゾ
ー
ン
】

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
人
　
　
　
重
力
に
よ
っ
て
起
こ
る
背
骨
や
関

な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
　
　
一即
等
の
荷
重
を
除
き
、
筋
力
の
緊
張

っ
た
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
を
取
り
除
き
ま
す
。

個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
合
わ
せ
た
約

三
十
種
類

の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
と
ア

ク
ア
ト

ニ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
温
海
水

の
プ
ー
ル
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
タ

の
最
も
大
き
な
魅
力
は
、
フ
ラ
ン
ス

に
も
例
を
見
な

い
世
界
最
大
級
の
ア

ア
ク
ア
ト

ニ
ッ
ク
は
、
高
齢
者
の

方
に
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
周
遊
す

る
こ
と
で
、
楽
し
く
、
無
理
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
得
ら
れ
ま
す
．

主
な
効
用
と
し
て
は
、

一歩
行
ゾ

ー
ン
】

海
水

の
浮
力
を
利
用
し
て
自
重
を

減
ら
し
、
単
独
で
歩
行
不
能
な
人
で

も
楽
に
歩
行
訓
練
が
出
来
ま
す
。

【交
代
浴
ゾ
ー
ン
】

体
温
に
近

い
、
二
つ
の
温
度
の
ゾ

ー
ン
を
行
き
来
す
る
こ
と
で
、
末
梢

神
経
を
刺
激
し
ま
す
。

【遊
泳
ゾ

ー

こヽ

ジ

ェ
ッ
ト
の
流
れ
に
逆
ら
い
遊
泳

ジ
ェ
ッ
ト
水
流
に
よ
る
効
果
は
リ

ウ
マ
チ
性
の
関
節
炎
な
ど
の
機
能
回

復
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。
ま
た
腰

痛
や
肩
凝
り
な
ど
の
一
般
的
な
回
復

効
果
だ
け
で
な
く
、
外
科
的
疾
患
の

そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
温
海
水
の

心
地
よ
さ
、
快
適
さ
に
ミ
ネ
ラ
ル
の

吸
収
効
果
も
体
感
で
き
、　
一
度
利
用

す
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
わ
か
る
は
ず

そ
れ
は
ア
ク
ア
ト
ニ
ッ
ク
が
、
単

に
適
当
に
ジ
ェ
ッ
ト
を
付
け
た
り
、

水
流
を
出
し
て
い
た
り
や
、
海
水
の

プ
ー
ル
と
い
う
理
由
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
の
健
康
を
科
学
的
に
研
究
し
、

海
水
の
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
ジ
ェ
ツ
ト
の
強
さ
や
位
置

な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の

市
浦
村
で
現
在
建
設
さ
れ
て
い
る

健
康
増
進
施
設
は
、
日
本
で
は
三
番

あ
り
、
県
や
市
町
村
が
行
う
事
業
と

期
的
な
施
設
で
は
、
今
回
ご
紹
介
し

と
同
様
、
ア
ク
ア
ト

ニ
ッ
ク
プ
ー
ル

の
利
用
と
毎
日
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

村
民
が
身
近
に
利
用
で
き
、
健
康

増
進
効
果
や
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題

を
解
決
で
き
る
施
設
と
な
る
こ
と
で



介護保険シリ…ズ③

個人の状態別に

ケアプランを作成

暉ιチろ IS)

煎口,ょ 各碑調査|こ ようで要介護認定が決

まるまでの流れをご紹介しました。

今回は要介護認定にょって受けることが

できる各種サ〒ビスと、要介護認定を受け

てから実際にサービスを受けるまでをご紹

介します。

■ 要介E躍定を受けてから、実際にサービスを受けるまで
前回ご紹介したように、要介護認定の段階により月に利用できる金額が決められます.こ の決められた金額の

範囲内で申請者にとって最 も効率的な介護サービスを受けるために、各種十一ビスを組み合わせて介護計画を作

成することが必要となります.(各種サービスについては次項で紹介します。)

また、これまでは施設へ入所する場合、役場が入所措置をするしくみから利用者と施設が直接契約を行うしく

みへ と変わることにな ります[

市
浦
村
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
を

行
う
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

⌒雪
六
二
―
三
二
〇
一こ

1.居宅介護支援事業者による介護サービス計画 (ケアプラン)の 作成

市浦村の場合、在宅介護支援センターの介護支援専門員 (ケ アマネ

ジャー)が行います〔

ケアマネジャーは、認定を受けた方の状態を把握した上でなるべく

利用者の希望に添うように各種十一ビスを組み合わせて介護十一ビス

計画を作成し、利用者の同意を得て決定します。施設への入所を希望

する場合は (要 介護 l以 上)施設の紹介を行います
=

なお、介護サービス計画の作成費用は無料です白

2.本 人 に よ る計画 の作成 やサー ビスの 申 し込 み

認定を受けた方が自分で介護サービス計画を作成 し、自分でサービ

スの中し込みをすることもできます。

●サー ビス費用 の 1割 の負担 で利 用
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Elどんなサービスを受けることができるか
介護保険制度は従来の画一的な介護サービスから、申請者一人ひとりの状態に適した介護サービスを受けるこ

とができるようになりました。介護計画を作成するときは、主に次に紹介するサービスの中から自分に適したサ
ービスを選んで利用することになります。          `

□ 保険料について
新聞等でも報道されているように1号被保険者 (65歳 以上)は 、平成12年 4月 から半年間は保険料の徴収を行

わず、平成12年 10月 から平成13年 9月 までは保険料の半額、それ以降は通常の金額を徴収することとなります。
なお、保険料は各市町村の実情により違いがあります。
保険料の金額及び徴収方法に関しては次号でお知らせする予定となつています。

●介護支援サービス

要介護度の状況に応じて介護サービス計画を作

成して、計画に基づいたサービスを利用すること

ができます。

●訪間介護 (ホ ームヘル プ サー ビス )

自宅でホームヘルパーによる入浴、排せつ、食

事などの身の回 りの世話をうけることができます。

●訪間入浴介護
巡回入浴車により、自宅で入浴の介護をうける

ことができます。

●訪間看護

自宅で看護婦等による療養上の世話や必要な診

療の補助をうけることができます。

●短期入所生活介護 (シ ョー トステイ)

介護保険施設に短期入所して、介護や日常生活
上の世話をうけることができます。

●通所介護 (デイサービス)

悠遊郷等での入浴、食事等といった日常生活上

の世話をうけることができます。

●日帰リリハビリテーション

悠遊郷等の施設で必要なリハビリテーションを

うけることができます。

●住宅改修費の補助

家庭での手すり取り付けや段差解消等といった

小規模な住宅改修費用の補助を受けることができ

ます。

●福祉用具の貸与、その他購入費の補助

車いすや特殊ベッド等の貸し出し、及び「特定

福祉用具」を購入する補助を受けることができま

す。

●特別養護老人ホーム

日常生活で常に介護を必要とする方が入所し、

必要な介護サービスやリハビリテーション等を受

けることができます。

●介護老人保健施 設

病状の安定 している方が入所 し、介護やリハビ

リテーションを受けることができます。

●介護療養型病床群

介護保険で入院できる病院で、介護やリハビリ

テーションの他に病気の治療も行うことができま

す。



★ ご み の 出 し 方 ★

広饉ιチ4多  I‖

る規定サイズのびんです。このような

びんは回収に出すより購 入店に引 き取

って もらい ましょう。 また、村内各地

区子ども会で も年に数回、集団回収が

毎週水曜日 0朝日時まで

既存の収集場所

収 集 品 目

缶Xアルミ缶・スチール缶)

び ん (無色の びん・茶色の びん・ その他 の びん )

ペットボトル
紙 (段 ボール・新固 。チラシ 舶認 )

水でゆすいで、かるくつぶして

り
響
渕

缶‐こ‐まァ̈
チ・，レ缶‐ま̈
庶̈＝綸】

異物を取って、

水でゆすいで

話め1翻聞孝

歩 躙聞な屏

　［
匁
ｍ協力 ください .

余KD異黎ヽ 、キで、足でつぶして
でつぶす とかさが減 り、一度に多 くのベ ントボ トルをi重

ピ み 瞥
△弩鬱ギ拓IItiFだ

け

お問い合わせ/市浦村住民福祉謀/電話‐62■ 2111/内線 311133審
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容器包装リサイクル法により、市浦村でも平成12年 4月 5日休)か ら「資源ごみ」分別収集が始ま
ります。皆さんのご協力をお願いします。

私たちの毎 日の生活によって排出される

家庭ごみは年々増え続けています。

家庭ごみのうち、容器包装のごみは全家

庭ごみの約 6割 を占めるといわれています。

これからはリサイクルを行い、できるだけ、

ごみを排出しないようにする取り組みが求

められています。ごみの減量化と資源の有

効利用を目的に「容器包装リサイクル法」

が制定され、市浦村でも、平成12年度から

実施されることになりました。

これにより「燃やせるごみ」「燃やせない

ごみ」の2種類に「資源ごみ」の分別が加

わります。今回は、皆さんにその概要をお

知らせします。

ごみのリサイクルは、資源の有効利用と

いう観点からも重要です。生活や産業活動

に必要な資源の大半を海外からの輸入に依

存している日本では、廃棄物として排出さ

れたものを「ごみ」として処理するだけで

なく、再生資源として積極的に活用しなけ

ればなりません。

顆
　
懲

じ
覇 鬱



暉ιチる Oa

市浦村教育振興会生徒指導部会では、村内の小 。中。高校生を対象に「生活アンケート」を実施しました。
アンケート結果について数回にわたってお知らせします。今月号は小学校低学年の結果をお知らせします。

生 活 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 (小学校低学年 )

纂

叢
難
議
〓

霊

[

市
浦
村

一
般
会
計
補
正
予
算

⌒第
四
号
）
は

九
千
七
百
十
四
万
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

は
三
十
四
億
三
千
百
九
十
五
万
三
千
円
と
な
り

追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

☆
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
費
　
一
億
十
万
円

☆
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
費
　
一二
百
七
万
七

千
円

☆
相
内
地
区
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
費
負

担
金
　
百
十
八
万

一
千
円

☆
漁
港
施
設
整
備
事
業
費
負
担
金
　
一
一百
八
十

万
円

☆
少
子
化
対
策
基
金
積
立
金
　
一
千
万
円

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
条
例
関
係

☆
市
浦
村

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
市
浦
村
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

☆
市
浦
村
少
子
化
対
策
基
金
積
立
条
例
の
制
定

☆
市
浦
村
介
護
保
険
特
別
会
計
条
例
の
制
定

一
般
質
問
は
三
和
均
議
員
、
葛
西
敬
太
郎
議

員
、
福
井
俊
美
議
員
の
三
氏
が
行
い
次
の
こ
と

三
和
均
議
員

①
新
た
な
水
田
営
農
対
策
に
つ
い
て

一
、
市
浦
村
に
お
け
る
水
田
農
業
振
興
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

②
観
光
に
つ
い
て

一
、
観
光
と
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

二
、
特
産
品
の
開
発
と
農
水
産
物
の
販
売
に
つ

平
成
十

一
年
市
浦
村
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
日
か
ら

十
五
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
こ
と
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

③
健
康
増
進
施
設

（タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
）
に
つ

一
、
景
観
等
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

二
、
深
層
水
の
活
用
計
画
に
つ
い
て

三
、
海
水
の
取
水
や
排
水
に
関
す
る
地
元
説
明

四
、
健
康
増
進
施
設
の
付
帯
設
備
の
整
備
計
画

五
、
ア
ル
ゴ
、
バ
ン
ジ
ェ
等
特
別
利
用
設
備
の

拡
充
に
つ
い
て

葛
西
敬
太
郎
議
員

①
統
合
小
学
校
問
題
に
つ
い
て

一
、
統
合
小
学
校
の
計
画
に
つ
い
て

二
、
統
合
委
員
会
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応

②
介
護
保
険
に
つ
い
て

一
、
介
護
保
険
料
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

二
、
悠
遊
郷
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
今
後
の
援

助
体
制
に
つ
い
て

三
、
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
に
つ
い
て

四
、
介
護
認
定
者
の
数
等
に
つ
い
て

福
井
俊
美
議
員

①
観
光
に
つ
い
て

一
、
今
年
度
の
観
光
の
実
績
等
に
つ
い
て

二
、
十
三
湊
遺
跡
の
常
時
公
開
に
つ
い
て

三
、
観
光
と
村
名
に
つ
い
て

②
漁
業
問
題
に
つ
い
て

一
、
十
三
湊
漁
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

二
、
サ
ケ
採
捕
事
業
に
つ
い
て

③
村
道
の
新
設
に
つ
い
て
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相内地区下水道整備推進
委員会からのお知らせ |

相内地区下水道排水設備工事

費用積立 て参加 は138戸

相内地区下水道排水設備工事費

用の積立てを平成10年 12月 から実

施 してきましたが、参加者は、現

在 138戸 となっています。村で

は相内地区下水道を平成15年 4月

からの供用開始をめざして事業を

すすめています。

推進委員会では、加入時の負担

の軽減を図るため、積立てをすす

めていますので、積立て希望者は、

推進委員会役員 (各 町内会長)ま
たは、相内婦人会長 (佐 藤ヤイさ

ん)、 役場建設課 (862-2111)へ お

知らせ ください。

また、相内地区下水道整備推進

委員会 (平 成 9年 11月 組織)は 、

昨年11月 30日 総会を開催 し、役員

を次のとお り全員再任 しましたの

でお知らせいたします。

会 長 川 口 定 雄
(相 内第 3田 r内 会長)

副会長 岡 本 慶 蔵
(相 内第 1町 内会長 )

白 川   徹
(相 内第 2町内会長 )

成 田 義 雄

(相 内北町内会長 )

株式会社 鳳建築設計事務所

～100万円を寄付 ～

株式会社鳳建築設計事務所 (青

森市 。野呂秀明代表取締役社長 )

では、「社会福祉へ役立てて」 と村

に100万 円を寄付しましたっ

村では、これからの社会福有L事

業へ有意義に活用することにして

います。

県内の交通事故概況

第
百
十
五
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
、
村
内
小
学
校
三
会
場
に
お
い

受
験
者
数
は
三
十
四
名
で
合
格
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
三
級
　
一二
和
功
典
、
山
田
千
草

（辻
分
珠
算
塾
）

▼
四
級
　
新
岡
歩
美

（浦
田
塾
）

▼
五
級
　
平
野
雄
大

（辻
分
珠
算
塾
）

武
田
和

（浦
田
塾
）

▼
七
級
　
竹
谷
沙
希
子

（辻
分
珠
算

塾
一

▼
八
級
　
佐
々
木
優
佳
、
藤
田
英

（辻
分
珠
算
塾
）
新
岡
詳
久
、
武
田

美
穂

（浦
田
塾
）

▼
九
級
　
秋
田
雅
治

（辻
分
珠
算
塾
）

市浦村の人口と世帯数  平成1211現在

脇元地区 6ヵ 所に街灯を寄贈

張山電気株式会社

張山電気株式会社 (弘 前市・張

山國男代表取締役)で は、脇元地

区 6ヵ 所に街灯を寄贈されました。

村では、主に脇元小学校の通学

路 となる箇所に街灯を設置し、子

どもたちの事故防止などに役立て

ることにしました。大変あ りが と

うございます。

読売書道展『秀逸』受賞作品を役場

に寄贈

板柳町在住 小山内幸一さん

平成元年 4月 から平成 5年 3月

まで、相内小学校長を務めた小山

内幸一さんから、このたび読売書

道展で『秀逸』を受賞 した作品が役

場に寄贈されました。

小山内さんは現在板柳町に在住

し、書道講師としてご活躍されて

います□

4年 間お世話になった市浦本1に

なにか役に立ちたいと寄贈された

もので、役場では住民の日に付 く

庁内に掲示することにしています。

曹ξ

交通災害共済 に家族

そ ろ つて加入 しましょう。
●掛金350円 を添えて、役場総務課
(862-2111)へ 申し込み下さい。
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●睡眠 を十分にとり、安静にする

●消化がよく、ビタミン、たんぱ く質など

栄養価のあるもの を食べる

ので水分の補給 を心がける

●体 を冷やさないように室温は20～ 22度 に

●乾燥 は呼吸器 を痛めるので湿度は

藤 藤 中 白 三 成 中 馬

今  恵 正 美  圭 和
日  美  登
子 覚 子 人 里 廉 子 弘

イ
ン
フ
Jレ

寒
さ
が

一
層
増
し
て
く
る
こ
の
時

期
―
。
何
処
か
ら
か

「ゴ
ホ
ッ
ゴ
ホ

ッ
」

。
「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
」
が
聞
こ

「カ
ゼ
」
な
の
か

，
そ
れ
と
も
「イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』
な
の
か

，
―

「カ

ゼ
」
と
は
異
な
る
厄
介
な

『イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
｝

そ
の
予
防
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
特
徴

〈流
行
状
況
〉

●
発
生
は
十

一
月
ヽ
十
二
月
頃
。
増

加
が
見
ら
れ
る
の
は

一
月
ヽ
三
月

〈主
な
症
状
〉

●
発
熱

・
頭
痛

・
全
身
の
だ
る
さ

咳

・
鼻
汁
な
ど
。

一
見
、
「カ
ゼ
か
な
ｏ
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
三
十
八
ヽ
四
十
度
の
高
熱

だ
っ
た
り
、
全
身
症
状
が
強
い
場
合

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
も
知
れ
ま
せ

昨
年
の
今
頃
、
猛
成
を
ふ
る
っ
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
あ
な
ど
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢
の
方
、
子

ど
も
た
ち
、
妊
婦
や
産
婦
は

「危
険

性
」
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ゼ
と
似
て
い
る
よ
う
で
、
恐
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
「予
防
』
す
る

事
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
た
め
に
は

一
、
感
染
経
路
の
連
断

ｏ
外
出
後
の
う
が
い
、
手
洗
い
を
実

践
す
る
。

ｏ
必
要
な
時
以
外
は
、
人
混
み
を
避

ｏ
予
防
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
す
る
。

ｏ
部
屋
を
暖
か
く
し
、
温
度
を
保
つ
。

二
、
抵
抗
力
を
つ
け
る

ｏ
睡
眠
な
ど
の
体
養
と
栄
養
を
よ
く

三
、
隔
離

Ｏ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら
、

マ
ス
ク
を
つ
け
る
、
外
出
を
避
け

る
等
し
て
、
人
に
移
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。

そ
の
他
に
、
「
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
」

と
い
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か

ら
の
予
防
で
も
、
十
分
な
効
果
が
伺

毎
日
の

「う
が
い
、
手
洗
い
を
習

慣
づ
け
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
自

分
の
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か

っ
た
ら

島 三 葛 山 佐 宮 三 富 梶 笹 三 山 青 木 糸

層詈蕃襲で重奪愛遅亀:=I潔輩ξ鷲塁
相 相 脇 相 相 相 相 磯 十 磯 相 脇 相 太 相

勇 ′亡ヽ  勝 久  勝 武 貴 明 博 義 文 隆
護

二 悟
聡

幸 一
暁

男 也 光 久 伸 一 昭 則

三 小 工 徳 島 京 工 相

馬
　
孝
　
雄

（五
所
川
原
）

藤

柳

子

（十

三
）

極

高

輝

（千

葉́
）

津
　
利
加
子

（相
　
内
）

田
　
典
　
生

⌒和
歌
山
）

藤
　
千
　
春

（相
　
内
）

野

文

生

（千

葉
）

和

真

澄

（脇

元
）

▼
お
く
や
み

孝
　
一　
⌒十
三
）
７３
歳

建
　
一

（磯
松
）
８３
歳

徳
　
雄

（十
三
）
８２
歳

タ
　
キ

（大
田
）
９‐
歳

ミ
ト
リ

（大
田
）
７６
歳

ツ
ヤ
子

（十
三
）
７８
歳

ア
　
サ

（十
三
）
９６
歳

き
　
よ

⌒大
田
）
８８
歳

慶
　
市

（相
内
）
９０
歳

は
　
ぎ

⌒十
三
）
∞
歳

黎
聰
聰
◎

セ
‐
フ
テ
ィ
‐
３００
事
業
に
登
録
し

い
よ
待
ち
に
待
っ
た
ゴ
ー
ル
で
す
。

二
月
二
十
四
日
待
望
の
３００
日
目
を
迎

百
万
円
の
栄
冠
は
い
っ
た
い
ど
の

Ｏ
Ｔ
Ｉ
と
か
く
最
後
の
一
日
で
今

ま
で
の
努
力
が
水
の
泡
と
な
ら
な
い

よ
う
二
月
二
十
五
日
午
前
〇
時
を
迎

え
る
ま
で
は
慎
重
に
。　
　
Ｔ
一不
）

山 和 村 馬 藤 田 藤 坂 嶋 川


